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桜島における空振比較観測
Intercomparison Observation of the Infrasound at Sakurajima Volcano
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気象庁は，火山噴火を捉える目的で，噴火に伴う空気振動を記録する空振計を火山近傍に設置して監視観測を行ってい
る．気象研究所では，2009年度から 5年計画の重点研究「気象観測技術等を活用した火山監視・解析手法の高度化に関
する研究」の一部として，各種のインフラサウンドセンサーの特性を調査する目的で，桜島噴火に伴う空振の比較観測
を鹿児島地方気象台の協力の下，南岳山頂火口から東南東約 4.7 km地点に位置する黒神町瀬戸において行っている．火
山観測現業に使用している空振計（圧電型の超低周波マイクロホン）とコンデンサ型の超低周波マイクロホンによる同
時観測の結果，位相特性の相違によって波形に差異があることがわかった．しかしながら，観測期間中に桜島で発生し
た規模の噴火に対して見られる空振波形の差異はピークピーク値あるいは実効値で比較すれば，異なる位相特性に起因
する見かけ上の差に過ぎないことがわかった．さらに水晶振動型の圧力計を使用した空振観測なども含め，これまでの
比較観測で明らかになった振幅特性や位相特性，風によるノイズレベルなどをまとめて報告する．
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